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会長からのメッセージ（原文英語） 

ジム スズキ氏 (Mr. Jim Suzuki)
 
 

私たちのコミュニティ・ニュースレター『The Outlook』を再び発行できることを嬉

しく思います。 

 

さて、今年、マニトバ日系文化協会（JCAM）は建物改修の第３段階に着手することとなりました。この

改修工事は、Japanese Canadian Legacies Society からの助成金により資金提供されています。改修には、事

務局オフィス、図書室、マーク古賀ルーム、ジムの改装が含まれます。加えて、本館ホールには日本の

工芸品などを展示するための常設の展示ケースが新たに設置されます。建物の外観も全面的にアップグ

レードされ、新しい外観になります。さらに、駐車場の舗装も行われます。これらの改修は今年の夏か

ら始まり、来年の完成が見込まれています。この改修工事が、今後長年にわたって私たちの団体を支え

るものとなることを願っています。 

 

JCAM では年間を通じて多くのプログラムやイベントが開催されており、それらは JCAM が主催するもの

や外部の利用団体によるものです。例としては、キッズクラブ、家庭料理教室、子ども向けのハロウィ

ンパーティーやクリスマスパーティー、JCAM ピクニック、盆踊り、フォークロラマ、敬老会、どんぶり

イベント、ラーメンイベント、居酒屋ナイト、書道、ホライゾンクラブ、日本語学校、空手、剣道、カ

ラオケ、太鼓、書道、茶道などがあります。 

 

当センターの運営資金は、利用料金、寄付、そして地域の皆様からのスポンサーシップのみによってま

かなわれており、文化センターの運営に対しては政府からの資金提供は一切受けておりません。これら

すべての活動は、皆様のようなボランティアの努力、そして個人・家族・企業からのご寄付やスポンサ

ーシップによって成り立っています。 

 

多くのイベントは資金集めを目的としたものではないため、年々増加するコストの中で継続することが

難しくなっています。これらのプログラムやイベントを今後も提供していくためには、皆様の時間によ

るボランティアとしてのご協力、そして経済的なご支援が必要です。今後もこれらの活動を維持してい

くため、ぜひご寄付やスポンサーシップをご検討ください。 

 

また、新たなプログラムをコミュニティのために始めてみたいというご興味や、ボランティアとして関

わりたいという方は、どうぞお気軽にご連絡ください。事務局のパメラまで、直接またはメール

（info@jcamwpg.ca）で、あるいは私（president@jcamwpg.ca）までご連絡いただいても構いません。 

 

ありがとうございます。 

 

ジム スズキ (Jim Suzuki) 

 
 
 



 

 

JCAM DONATIONS 

(January 1 – April 30, 2025) 
 

Keirokai 2025 Silver Family Sponsor In Memory of Sam Matsuo 

Kathy Grabowski Florence Mitani & Paul Bainbridge Rosanne & Paul Yoshimasu 

Ken Okabe Jim and Margaret Suzuki Kelly & Lisa Kaita 

Tim Tellier   Cathy Cowen 

Gail Cumming Bronze Family Sponsor Atsumi Odaguchi 

Jack & Judy Mizuno Leonard & Janet Matsukubo Pamela Okano 

Toshio & Susan Nishi   Florence Mitani & Paul Bainbridge 

Jim & Margaret Suzuki  In Celebration of Jim Taniguchi 100th birthday Terumi Kuwada 

Atsumi Odaguchi Doug & Laurie Taniguchi Theresa Oye 

Howard & Brenda Mark  Mona & Ernie Hiebert  

K. Lucy Yamashita In Celebration of Violet Okano’s 3rd Birthday K. Lucy Yamashita 

Terumi Kuwada Adam & Krystin Okano Sandi Utsunomiya 

Joy Ooto Allan & Shirley Okano Gaia Hashimoto 

Ron & Lily Kaita Pamela Okano  

Yoshiko Matsubara  In Memory of Clare Matsuo 

Robert & Yooko Osato JCAM Curling Bonspiel Rosanne & Paul Yoshimasu 

Shirley Teranishi Ken Matsukubo Kelly & Lisa Kaita 

    

  

In Memory of Roy Mizuno In Memory of Linda Koskie Cathy Cowen 

Harvey & Sandra Kaita Joy Ooto Florence Mitani & Paul Bainbridge 

Marni Yasumatsu  Atsumi Odaguchi 

Wendy Berke In Memory of Yukio Morita Terumi Kuwada 

May Oye Shipp Karen & Keith Tazumi Pamela Okano 

Kelly & Lisa Kaita Gaia Hashimoto Mona & Ernie Hiebert 

K. Lucy Yamashita Bev Nagamori K. Lucy Yamashita  

Susan Oye Jack & Judy Mizuno Gaia Hashimoto 

Theresa Oye   

Cathy Cowen In Memory of David Labram Goodwill 

Jack & Judy Mizuno Keiko Burke Harry Tonogai 

Michele Oye Joy Ooto Masataka Fukumoto 

Rosanne & Paul Yoshimasu   Naomi & Zel Krasovec 

Mamoru & Mildred Oye  In Memory of Grace Thomson Sam Fujii 

Wendy Tretiak Alena Matsuo Terumi Kuwada 

  Janis Kaminsky 

Bon Odori Matsuri In Memory of Fusaye Hashimoto  

Jim & Margaret Suzuki Bev Nagamori  

K. Lucy Yamashita   

   

 

JCAM extends its appreciation to all donors for their generosity and support. 

 

JCAM is now able to receive donations through e-transfer – etransfer@jcamwpg.ca 

 

 

 

 

mailto:etransfer@jcamwpg.ca


 

  

アシニボイン・メモリアル・カーリングクラブは、4 月 5 日に開催された私たちのコミュニティによる第 20 回マニ

トバ日系カナディアン・カーリング・ボンシュピールの会場となりました。楽しい一日となりました。今回は初め

てアシニボインでの開催でしたが、16 チームに対して 8 シートの氷が使えたおかげで、全チームが同時に試合を行

うことができ、理想的な環境でした。このクラブの確保に尽力してくださったマーレン・モリさんに心より感謝申

し上げます。 

各チームは最低 3 試合（各 4 エンド）を行い、C サイドのチームは C サイド優勝を目指して最大 6 試合を戦いまし

た。試合の合間には「ドロー・トゥ・ザ・ボタン」コンテストも行われ、チーム・プールが優勝しました。 

土曜日の夜には、100 人以上のカーラーやゲストがジャパニーズ・カルチュラル・センターに集まり、その日を祝い

ました。日本食の食事は、いつもこの日の締めくくりとして特別なひとときを提供してくれます。 

今年は、2024 年に逝去されたダグ・シバタ氏を偲び、彼の家族より「ダグ・シバタ・スポーツマンシップ賞」が贈

られました。ダグ氏はこのボンシュピールが始まって以来のドロー・マスターを務めてこられました。この賞は、

長年この大会に参加し続け、スポーツマンシップとカーリングへの献身を示してきたダン・ナンバ氏に贈られまし

た。ダン氏は、ダグ氏がパーキンソン病と診断された後も再び氷上に立てるように尽力された方です。 

今年参加されたすべてのカーラーの皆さんと、特に 2025 年の優勝チームの皆さんおめでとうございます。 

 Toru Suzuki Champions: Bob Okabe, Blair Yoshida, Kent Yoshida, Maddy Yoshida 
 A side runner up: Brent Yamamoto, Paul Dyment, Ashley DeBaets, John Rempel 
 B side winners: Gerald, Ryan, Hanako, and Garrick Teranishi 
 B side runner-ups: Judy Wolchuk, Karl Kennedy, Cory Wolchuk, Lisa Ito 
 C side winners: Brooke Onagi, Matt Bijl, Amanda McComb, Shanelle Davis 
 Consolation winners: Ken Onagi, Rod Bijl, Rick Sweeney, Tracy Bijl 

このボンシュピールは、ご寄付のご支援なしには実現できませんでした。 

 JCAM Donation: Ken Matsukubo 
 Prize Donations: Don MacDonald, Shibata and Sands families, Jim & Margaret Suzuki, Folklorama, Team 

Wolchuk, all 16 curling teams 

地域のボランティアの皆さまに心より感謝申し上げます。皆さまのご協力なしには、晩餐会の開催は不可能でし

た。特に晩餐会の運営をリードしてくださったヘイゼル・サイトウさんとキャロライン・ヤマシタさんに、心から

の感謝を申し上げます。日本食のディナーは本当に絶品でした！ 

また、買い出し、調理、寿司の巻き手、会場設営、配膳、後片付け、バーテンダー、その他多くの役割を担ってく

ださった皆さまにも感謝申し上げます。ボランティアの皆さまは、すべてのカーラーとそのゲストからの「ありが

とう」に値します。どうもありがとうございました。 

「百聞は一見にしかず」と言われるように、イベントの写真は近いうちに JCAM のウェブサイトに掲載される予定で

すので、ぜひご覧ください。 

2026 年はこのボンシュピールの第 21 回記念大会となります。皆さまのご参加を心よりお待ちしております。 

サンドラ シバタ Sandra Shibata 



Photos of the 2025 Bonspiel are on the JCAM website:  https://www.jcamwpg.ca/gallery/2025-jcam-bonspiel/  

 

https://www.jcamwpg.ca/gallery/2025-jcam-bonspiel/


敬老会 KEIROKAI 2025 

2025 年 4 月 13 日（日）、JCAM は敬老会を開催し、ご家族を含めて合計 91 名（ご招待の高齢者 63 名）の方々にご

参加いただきました。昼食にはエドッコ・ジャパニーズ・フードによるお弁当が提供され、デザートとお茶も楽し

んでいただきました。ご招待の皆さまにはギフトバッグが贈られ、かえでこども舞踊グループによるパフォーマン

スで楽しいひとときを過ごしていただきました。 

出演してくださったリリー・フールさん、フック・キマニボンさん、スズ・キマニボンさん、スミ・サイトウ＝キ

マニボンさん（インストラクター）、ノリコ・タカハシさん（インストラクター）に心より感謝申し上げます。 

また、このイベントの企画・運営に尽力してくださったサンディ・アレンさん、クリスティン・カイタさん、デビ

ー・ハラシムさん、ジャネット・オカベさんにも深く感謝いたします。 

ご多忙の中お手伝いくださったボランティアの皆さまにも、心より感謝申し上げます： 

サンドラ・シバタさん（写真撮影）、ウェイン・オイケさん、アマンダ・オイケさん、リサ・レオチコさん、マー

ク・レオチコさん、エラ・レオチコさん、マイケル・オイケさん、ケン・ハラシムさん、フレドリック・アレンさ

ん、ベン・アレンさん、アレックス・アレン・シャプさん、マーガレット・スズキさん、ケイティ・ラシンさん。 

さらに、ご出席の皆さま全員にお持ち帰りいただける、美しい折り紙作品をご寄贈くださったエレイン・シマネ＝

ブラウンさんにも感謝申し上げます。 

All official photos of Keirokai are on the JCAM website:  https://www.jcamwpg.ca/gallery/2025-keirokai/  
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HORIZON CLUB NEWS 

夏の休み明けに、ホライゾン・クラブは 2024 年 9 月 18 日（水）から毎週の集まりを再開しました。 

毎週、メンバーによる料理チームが美味しいランチを用意してくれます。ランチの前、午前 11 時からは、すべての

メンバーが参加できるアクティビティ・プログラムも行われています。  

• ステッピン・アップ：シニアのためにアクティブ・エイジング・マニトバが開発したエクササイズ・プログ

ラムです。ホライゾン・クラブの認定インストラクターであるライラさん、マユミさん、マーレンさん、テ

レサさん、トムさんが交代でクラスを担当しています。 

• ラインダンス：さまざまなラインダンスを学ぶプログラムです。長年にわたりシニアにラインダンスを教

えてきた経験豊富なロレインさんが指導を担当しています。 

これまでのところ、今年もさまざまな出来事がありました。 

• 2024 年 8 月 19 日：バスツアーでコリアン・パビリオンとケルト・アイルランド・パビリオンを訪問 

• 2024 年 10 月 9 日：「ザ・リーフ」にて「やすらぎ－日本の庭」見学ツアー 

• 2024 年 11 月 27 日：フィリピン料理のケータリングランチ 

• 2024 年 12 月 8 日：ウィニペグ交響楽団「プレーリー・クリスマス・セレブレーション」鑑賞 

• 2025 年 2 月 5 日：新年会ポットラックランチ 

• 2025 年 3 月 26 日：「ヤング・アット・ハート・シニアーズクラブ」をホスト。書道と太鼓の体験、昼食。 

• 2025 年 4 月 23 日：イタリアンパスタのケータリングランチ 

今後の予定： 

• 5 月 25 日：ホライゾン・クラブ主催「世代間ファミリー・ヒストリー・ギャザリング」（詳細は下記をご

覧ください） 

• 6 月 18 日：「夏のあつまり」ランチ（大野夫妻よる特別ランチ）※夏休み前最後のランチです。 

• 8 月 5 日：フォークロラマ バスツアー（ブラジルとカリブのパビリオンを訪問） 

• 9 月 10 日：毎週の集まりが再開されます。 

ホライゾン・クラブは、55 歳以上の JCAM メンバーであればどなたでもご参加いただけます。年会費は 5 ドル、ラ

ンチはホライゾン・クラブのメンバーが 7 ドル、ゲストが 10 ドルです。ぜひ、楽しいひととき、美味しいランチ、

そして仲間との交流を楽しみにご参加ください。私たちの目的のひとつは、シニア世代の皆さまの社会的つながり

を深めることです。 

これらの活動は、ジャパニーズ・カナディアン・レガシーズ・ソサエティによる世代間ウェルネス助成金の支援を

受けて実施されています。  



 

JCAM HORIZON CLUB 
Intergenerational Family History Gathering 

 
When: Sunday, May 25, 2025, 1:00 pm to 3:00 pm 
Where: Japanese Cultural Association of Manitoba (JCAM) Cultural Centre 

 

このプロジェクトは、日系カナダ人の戦中戦後の体験者とその家族、シニア世代、そして近年日本からカナダに来

た人々をつなぐものです。イベントでは、1940 年代にブリティッシュ・コロンビア州からマニトバ州へ強制移動さ

せられた当時の体験を、地域の年長者たちが語る機会が提供されます。 

日系カナダ人の強制収容の歴史は、決して忘れてはならないものです。 

 

このイベントは、複数の文化的背景を持つ若い世代やその子どもたちにとって、貴重な学びの機会となります。戦

後に日本から移住し、年月をかけてウィニペグを故郷としてきた一世の方々も、日本を離れカナダで暮らしてきた

経験を共有してくださいます。 

個人の体験談や短編ビデオの上映、質疑応答の時間、小グループでのディスカッションも予定されています。 

ウィニペグには、小規模ながらも活発で多様性に富んだ日系コミュニティがあります。このイベントは、誰もが歓

迎されていると感じ、地域の活動に気軽に参加できるよう促すことを目的としています。 

 

軽食とお飲み物をご用意しています。 

 

本イベントは、JC レガシー・ソサエティの世代間ウェルネス助成金の一環として提供される、BC 補償基金の支援に

より実現しています。 

 

               
 

FOLKLORAMA 2025 
Sunday, August 10 – Saturday, August 16, 2024 

 
今年のフォークロラマ日本パビリオンに向けた準備が進んでいます！ 

2025 年のフォークロラマ・フェスティバルは、8 月 3 日から 16 日までの 2 週間にわたり、ウィニペグ各地で 44 の

パビリオンが登場します。各パビリオンでは、活気あふれるステージパフォーマンス、美味しい料理、文化展示、

そしてお土産コーナーが楽しめます。デジタル版のトラベルガイドも提供され、すべてのパビリオンとツアーのオ

ンラインチケットは、2025 年 5 月 28 日より販売開始となります。 

日本パビリオンは、第 2 週（8 月 10 日（日）〜8 月 16 日（土））に登場する 23 のパビリオンのひとつで、今年も

美しく近代的なペトラス・ホール（2624 Inkster Blvd.）が会場となります。 

フォークロラマ委員会の献身的で熱心なボランティアたちが、ステージショーの演目や文化展示・お土産、フード

＆ドリンクメニューなど、パビリオンのあらゆる面を丁寧に企画・準備しています。 

ボランティアはいつでも大歓迎です！ご興味のある方はボランティア担当のサラ・エバタさんまでご連絡くださ

い。1ebata@hotmail.ca. 

Debra Takeuchi and Nicolas Matsuo, Coordinators 
Mitch Miyamoto, Assistant Coordinator 

mailto:1ebata@hotmail.ca


JCAM JAPANESE LANGUAGE SCHOOL 日本語学校 
 

今年度もまもなく終了を迎えます。 

今年も例年同様、多くの生徒が参加してくれました。JCAM 日本語学校では、幼稚園児から大人まで、さまざまな年

齢の学習者が日本語を学んでいます。 

皆さまの変わらぬご支援に、心より感謝申し上げます。 

スタッフ募集！ 

JCAM 日本語学校では、2025〜2026 年度に向けて新しい講師を数名募集しています。 

 

募集人数： 

- 高校単位取得プログラム担当講師：1 名（毎週土曜午後） 

- 大人向けプログラム担当講師：2 名（火曜または水曜、午後 6 時〜8 時） 

採用基準 

- 以下のいずれかの条件を満たしていること： 

・日本語教育における実務経験。 

・日本語を母語またはバイリンガルレベルで話せること（英語での流暢なコミュニケーション能力も必要）。日本

語が母語でない場合は、日本語能力試験（JLPT）N2 以上の資格を有していること。 

- 1 年間（1 学年度）を通して継続して勤務できること。 

 

その他の注意事項： 

-日本語教育の実務経験がない場合は、研修期間を経た後にクラスを担当していただきます 

-謝礼は経験に応じて決定されます 

-各プログラムでは『げんき』シリーズの教科書を使用しています 

To apply or for questions: please contact jcamlanguage@jcamwpg.ca 

               

 

WINNIPEG EISHIN RYU IAIDO KAI 

居合道は、日本の伝統的な武道で、刀を抜いて斬る技術を修練するものです。 

Winnipeg Eishin Ryu Iaido Kai では、400 年以上の歴史を持つ古典的な居合

道の流派である Muso Jikiden Eishin Ryu を稽古しています。 

私たちは、Kobara Kenichi 先生を会長とする Seito Seiryu Muso Jikiden 

Eishin Ryu Iaido Kokusai Renmei（World MJER Iaido Federation）の会員です

。 

Winnipeg Eishin Ryu Iaido Kai practices at JCAM on Sundays at 9:30 - 

11:30 am.  

We are accepting new students. For more information, please contact 

us at WERIK@shaw.ca. 

mailto:jcamlanguage@jcamwpg.ca


 

 

 

 

 

JCAM KIDS CLUB キッズクラブ 

JCAM キッズクラブにとって、今年も本当に充実した一年となりました！ 

1 歳から 12 歳までの 30 人の子どもたちとその保護者が、柔道、太鼓、踊り、折り紙、アート＆クラフトなど、さま

ざまなアクティビティに参加しました。 

さらに、Wildlife Haven Rehabilitation、Winnipeg Fire and Paramedic Safety House、City of Winnipeg Fit Kids といった特別

ゲストの訪問もありました。 

一年の締めくくりにあたり、JCAM キッズクラブを形にしてくださった企画委員の皆さま―Sara Ebata さん、Debra 

Takeuchi さん、Valerie Hoshizaki-Nordin さん、Sarah Keating Sangalang さん、Jordan Takenaka さん、Pamela Okano さん

―の先見の明とご尽力に心より感謝申し上げます。 

また、土曜の朝早くからサポートに駆けつけてくださったボランティアの Grayson Takeuchi さん、Aiden Muller さ

ん、Kim Hirose さんにも、深く感謝いたします。 

また貴重なお時間と専門知識を惜しみなく提供してくださったゲスト講師の皆さまにも心より感謝申し上げます。 

 Hinode Taiko – Peggy Emmond, Kevin Utsunomiya, Sophie Sickert, Michaela McKennitt 
 Kaede Odori – Sumi Saito Kimanivong, Noriko Takahashi 
 Fuurin Koto Ensemble – Junko Rybuck  
 Shamisen – Akane Akamatsu 
 Judo - Steven Oye 
 WFPS Fire Captain (retired) – Ross Takenaka 

 
 
 

 
 
 

 
 
 



  

 

盆踊り Bon Odori 2025 

 

Saturday, June 21 
2:00 - 6:00pm 

 

ご家族そろってぜひご参加ください！盆踊りでは、さまざまな楽しいアクティビティをご用意しています： 

こども向けゲーム、スイカ割り、太鼓体験、その他盛りだくさん！ 

 

今年初登場！ダンクタンク！ 

地域のリーダーたちを水の中に落とせるチャンス！ぜひ挑戦してみてください。 

 

お祭りの定番、日本の屋台フードやかき氷、飲み物、そしてお土産の販売もあります。 

 

 
 

Bon Odori dance practices start soon! 
Sunday, May 18, 1:30-3:30pm 
Friday, May 30, 7:00-8:30pm 

Wednesday, June 4, 7:00-9:00pm 
 

Everyone is welcome to learn 5 Bon Dances! 
Practices will be held at JCAM. 

 
 

 

For ongoing news from JCAM, check out our social media sites: 

www.jcamwpg.ca 
Twitter: @WpgJCAM 

Instagram: @jcamincofficial 
Facebook: @jcam.inc.org 

Youtube: www.youtube.com/channel/UCIM3M-5wl3fVBhNEjgcNkFQ 

Tik Tok: @jcamwpg 

 

 

 

http://www.youtube.com/channel/UCIM3M-5wl3fVBhNEjgcNkFQ


FOLKLORAMA フォークロラマ 2025 日本パビリオン・アンバサダーのご紹介！ 
 

SATOSHI TAKEUCHI– Adult Ambassador 

サトシさんは日本の愛知県常滑市出身で、2007 年にカナダへ移住しました。日本の名鉄で車掌として働き始

めて以来、鉄道業界で 30 年以上の経験を持ち、現在は the City of Winnipeg Water and Waste Department, 

Greater Water District Railway に勤務しています。長年にわたり日系コミュニティに献身的に関わっており、

2022 年から 2024 年まで JCAM の理事を務めたほか、フォークロラマや盆踊りなど多くの JCAM イベントで定

期的にボランティアとして活動しています。また、JCAM カラオケクラブのメンバーとして、現代の日本の歌

を歌うのも楽しみの一つです。今回、日本パビリオンの大人アンバサダーとして選ばれたことを大変光栄に

思っています。 

 

NOBUKO DIAZ TSUZUKI – Adult Ambassador 

ノブコさんは 5 人の子どもを育てる愛情深い母親であり、小学校で教育アシスタントとして勤務し

ています。日本での幼児教育の経験と指導スキルを活かしながら働いており、将来は特別支援教育

の教師を目指しています。ノブコさんは日本の神奈川県横浜市で生まれ育ちました。自由な時間に

は読書を楽しみ、子どもたちと一緒に本屋に行くのが大好きです。また、家族での散歩や自転車で

のお出かけも楽しみにしています。ノブコさんとそのご家族は、地域社会への恩返しを大切にして

おり、JCAMでのボランティア活動にも積極的に参加しています。 

 

GRAYSON TAKEUCHI – Youth Ambassador 

私の名前はグレイソン・タケウチ、17 歳です。幼い頃からジャパニーズ・カルチュラル・アソシエーション

に関わってきました。5 歳のときに日本パビリオンでボランティアを始め、「かえで」ダンスグループのパ

フォーマーとして活動し、その後もさまざまな役割を担ってきました。そして今年、ユース・アンバサダー

を務めることを決意しました。現在は、JCAM で提供されている高校の日本語クラスを受講しており、日本

の大学で学士課程を修了することを目標としています。自由な時間には料理やお菓子作り、アートを楽しん

でいます。日本文化をパビリオンの来場者に紹介できること、そして他のパビリオンを訪れて世界のさまざ

まな文化に触れられることをとても楽しみにしています。 

 

ZAHLIA DIAZ TSUZUKI – Youth Ambassador 

ザーリアさんは 14 歳で、Kelvin High School の 1 年生です。日本人とコロンビア系アメリカ人のルー

ツを持ち、アメリカ・オレゴン州で生まれ、4 歳のときに日本の横浜に移住しました。日本では 4 年

間過ごし、公立小学校に通いながら日本語を習得しました。その後、第二言語としての日本語力を

維持するため、JCAM で約 3 年間日本語のクラスを受講しました。音楽が大好きで、現在はウィニペ

グ・ユース・コンサート・オーケストラでファースト・チェアのオーボエ奏者を務めています。ま

た、州の名誉バンドにも複数回出演しており、日本の伝統楽器の筝も演奏します。趣味としてテナ

ー・ウクレレも始めました。スポーツも多くのものを楽しんでおり、特にバスケットボールやアル

ティメット・フリスビーが好きです。日本パビリオンでのボランティア活動が大好きで、今年は母親のノブコさんと一緒にアン

バサダーを務めること、そしてメインステージでことを演奏することをとても楽しみにしています。 

 

DANIEL AKIRA COWEN – Greeter 

ダニエルさんは、いつも元気いっぱいの 24 歳の青年です。現在は、Options, Pathways and Transition とい

うデイプログラムに通っており、そこでたくさんの友人と出会い、多くの学びの機会を得ています。ま

た、ダニエルさんはスペシャルオリンピックスのアスリートとして、5 ピン・ボウリングとバスケット

ボールに取り組んでいます。アシニボイン・パーク・ズー内のタンドラ・グリルでのパートタイムの仕

事のほか、音楽、ダンス、歌、ズンバ、太鼓、サイクリング、マニトバ・ムースの応援、そしてお父さ

んとのバイクライドなど、自由時間もアクティブに過ごしています。日本パビリオンでは、ダニエルさ

んが来場者やボランティアを笑顔でお出迎えしますので、ぜひ声をかけてください。 
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